
１１月号 

 
 

 
「その日」のために、今できること 
本校では、春に交通安全教室、火災の避難訓練、秋には地震を想定した避難訓練を実施

しています。交通安全教室では鳥取警察署員に来ていただき、学校周辺を歩きながら、道

路の安全な歩行や横断の指導をしていただきました。その後パトカーを見学し、乗せてい

ただいたり、記念写真を撮ったりして楽しみました。避難訓練では、非常ベルがなった後、

一斉放送の指示に従って全校児童生徒が担任の先生と一緒に、速やかにグラウンドに避難

することができました。加えて、各クラスで事前や事後に火災の恐ろしさや、地震後の津

波のことについて学習しました。 

また、職員研修として、食物アレルギーに関する研修、てんかん発作に関する研修、心

肺蘇生を目的とした救急救命講習、プール学習前のシミュレーション研修、不審者対応研

修など、学校生活において考え

られる非常時に備えて、訓練・研

修を実施しました。 

いつくるかわからない災害に

毎日怯えて生活することはでき

ません。いつ何が起きても児童

生徒および職員の安全を確保

し、迅速に避難できるよう、これ

からも研修や訓練を積んでい

き、全職員の危機管理意識を高

めると同時に、児童生徒に「自分

の命を守る」ための訓練の大切

さを伝えていきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校だより 
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鳥取県立白兎養護学校 

令和５年１１月１日発行 

【引き渡し訓練】御参加ありがとうございました 

 「性と生の教育」公開学習の後ということもあり、

多少混雑しましたが、短時間で児童生徒の引き渡しが

完了しました。御協力ありがとうございました。今回

は引き渡しカードと児童生徒の照合、引き渡しの手順

の確認を主とした訓練でした。 

 実際に引き渡しが必要な災害等が起きた場合、御自

宅や職場から来ていただくことになります。「いざ」と

いうときはまちコミで連絡させていただきますので、

安全に十分留意してお越しください。 

「いのちの出前授業」 

心や性に関する学級活動や教科指導の一つとして、助産師さんを外部講師に招き、

１１月より各学部で順次実施する予定です。いのちの大切さや尊さに気づき、   

自分自身を大事にできること、相手を思いやる心を育む授業を行います。 

 
 

「全国学校給食週間」 
 児童生徒や教職員、保護者、地域住民等の理解と関心を高め、学校給食のより

一層の充実と発展を図ることを目的に、全国給食週間が定められて 

います。本年度は１月２４日から３０日までです。この期間中に、 

リクエスト給食として、児童生徒のアンケートを基に栄養士さんに 

給食のメニューを考えていただいています。お楽しみに！ 

津波防災の日   １１月５日 （運動期間１０月２８日～１１月１２日） 

令和５年度秋季全国火災予防運動     １１月 ９日～１１月１５日 



 
 
 

 

１１月の予定 

２日(木) 校外学習（小） 

３日(金) 

６日(月) 

７日(火) 

８日(水) 

１０日(金) 

文化の日（祝日） 

介護等体験（中）～７日 

PTA 進路部施設見学 

とっとり芸術宅配便④⑤、介護等体験（小）～９日 

PTA 役員会 

１４日(火) 耳鼻科検診（小１・４） 

 産業現場等における現場実習（高１単･２単）～２８日 

産業現場等における現場実習（高２重）～２０日 

２０日(月) 

２１日(火) 

作業製品販売（道の駅神話の郷はくと：高３） 

産業現場等における現場実習（高１重）～２８日 

 学習参観日（中） 

２３日(木) 勤労感謝の日（祝日） 

３０日(木) 訪問秋まつり 

１２月の予定 

１日（金） にこにこショップ、学部参観日（高） 

４日（月） 学部参観日（小） 

６日（水） 

７日（木） 

８日（金） 

１２日（火） 

委員会活動⑤ 

いのちの出前授業（小・高） 

児童生徒会役員選挙⑤⑥ 

休業前個人懇談（小３・６、中３、高３、希望者） 

１３日（水） 全校集会⑤ 

 １４日（木） 休業前個人懇談（（小３・６、中３、高３、希望者）～１８日 

 ２１日（木） 第２学期終業式 

２２日（金） 冬季休業日 ～１/８（月） 

【 白兎まつり 】 

１０月２８日（土）に白兎まつりを行いました。本年度も、活動や参加者を制限した中で

の開催でしたが、児童生徒は「ステージ発表」「アトラクション（出し物）」を自分たちで考

え、準備し、練習を積み重ね当日を迎えました。保護者の皆様にはお子さんが所属している

学部のみの参観で、他学部の様子は分からなかったと思いますが、どの発表、出し物とも最

高の出来映えでした。来年度はどのような形での開催になるのかは分かりませんが、児童生

徒たちの輝く白兎まつりにしていきたいと思います。 

 

 

 

 


